


玉置水源の森神域林景観再生へむけて

紀伊山地では、豊かな自然のもとで山や岩、樹木や滝などを神聖視する自然倍仰

の精神が育まれ、修験道の吉野大峯、神仏習合の熊野三山、密教の高野山の三

つの山岳霊場が生まれました。これが「自然と人間が一体となって織りなす、世界

に類を見ない文化的景観」として評価され、この地が世界遺産に登録されて来年

は20周年を迎えます。

玉置は明治維新時、伊勢神宮に匹敵する広大な神域自然林を持ち、山自体がご神体

であり、紀伊半島の水源の山としても崇められ、神仏の籠もる特別な地域として人々の

信仰を集めてきました。玉置への信仰とは、社殿や玉石や巨杉群への参拝だけでは

なく、山裾と森林、流れ出る水系、静寂な気配など、この地域の自然に身を置くことで

あったと思われます。

しかし、この130年余りの間に自然林の大半は人工林にかわり、植えられた杉檜の成長に伴って谷水は減少、落ち葉

の蓄積されない急斜面からは士砂が流出して、深く美しい淵を埋めています。豊かな森から生まれた多種多様な

動物、植物、昆虫類も激減してしまいました。巨杉群に象徴される大自然の聖地を育んだ周辺の森のパワーは低下し

ています。このまま放置すれば状況はさらに悪化し、聖山の水源涵養力も衰退し続けてゆくでしょう。

玉置山南面には、神武天皇東征に関わる玉置古道をはじめ、豊富な歴史文化自然資産が埋

もれたままになっていています。また近年、林野庁が人工林の多様で健全な森への誘導を求

める中、神域地に展開された村有人工林をどうしてゆくのかという村の課題も出てきています。

地球環境の深刻化や社会情勢の混迷が深まるにつれ、スピリチュアルな世界に心の拠り所を

求めてこの地を訪れる国内外のツーリストの数は増加を続けています。参拝客の多くが、ここ

は生きている聖地であり、神々の息吹に触れることのできる貴重な場所と明言しています。

二千年を超える歴史を持つ玉置が、この先も千年二千年にわたって現役の聖地としての役割

を果たし続けてゆくために、今を生きる私達はどうすれば良いのか。

この地を支えてきた生命力豊かな森林エネルギーの回復を目指し、広大な自然林であった神

域林景観を再生させるプロジェクトが求められています。（「神域」は歴史文化的意味で使用）
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今年1月にカナダで開催されたCOP15では、人類存続の基盤として生態系による恵みを維持し回

復させ自然を守るために、生物多様性を回復する”ネイチャーポジティブ（自然復興）”の国際目標が

採択されました。2030年までの目標達成のため、国は気候変動や水源涵養、歴史風土保全等の様

々な分野の施策と連携したロードマップを発表し、地方自治体や民間団体へも積極的な取り組み

を要請しています。私たちは、この地域の景観再生に向けた取り組みを、’'ネイチャーポジティブ’'に

向かう世界の流れと呼応した形で展開することが望ましいではないか、と考えています。

亨”戸ヒの紀伊山地の世界遺産を未来に継承するには、強靭な森や水源涵養力を持つ文化遺産を目

紅At 拓し、古道周辺の自然や生態系が放つ生命力や精神性に訴求する環境や原風景を復元していく迄 •` •4 必要性があります。玉置山周辺の森の植生や水脈を調査分析し、生態系豊かな森を目指す事業に
泣 渭 より新たな人口流入を図り、自然への畏敬の念を抱く祈りの文化を求めて訪れるトラベラーの期待

：；汎

に答え、地域観光経済の発展と、災害に強い森づくりを目指していきたいものです。

この地域が足元に抱える課題は紀伊山地全域の課題でもあり、日本各地での共通課題でもありま

｀ す。世界遺産20周年を控え、それらをグローバルな視点からも見直し、国内外の人々の協力も

求め、いのち輝く未来に向けての新しいアクションを共に考えるフォーラムを開催します。

玉置の世界遺産を守る会 http://tamaki. world 
project. for. tamaki@gmail.com 

活動資金が不足しています。ご支援頂ければありがたいです。
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